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Meeting of the Japan College of Rheumatology (JCR); 2017.4.20-23; Hakata. 

3. 三浦瑶子, 矢嶋宣幸, 齋藤麻由, 佐田憲映. SLE・抗リン脂質抗体症候群 飲酒、喫煙と全身性エリ

テマトーデスの疾患活動性との関連性の検討 横断研究.  第61回 日本リウマチ学会総会・学術

集会; 2017.4.20-23; 博多. 

4. 大橋敬司, 佐田憲映, 林啓悟, 山村裕理子, 平松澄恵, 宮脇義亜, 森下美智子, 勝山恵理, 渡辺晴樹, 

建部智子, 楢崎真理子, 渡部克枝, 川畑智子, 矢嶋宣幸, 和田淳. 慢性炎症が長期間治療中の全身

性エリテマトーデスの慢性障害に影響する.  第61回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 

2017.4.20-23; 博多. 

5. 渡辺晴樹, 佐田憲映, 槇野博史, 厚生労働省難治性血管炎に関する調査研究班. 抗好中球細胞質

抗体関連血管炎におけるMPO-ANCA持続陽性例の検討- RemIT-JAV-RPGNサブ解析.  第61回 日

本リウマチ学会総会・学術集会; 2017.4.20-23; 博多. 

6. 矢嶋宣幸, 小黒奈緒, 関慎也, 齋藤麻由, 高橋良, 佐田憲映. SLE・抗リン脂質抗体症候群 全身性

エリテマトーデス患者における高血圧および脂質異常症の頻度およびそのリスク因子の検討 

探索的研究.  第61回 日本リウマチ学会総会・学術集会; 2017.4.20-23; 博多. 

7. 森永裕士, 杉山斉, 平松信, 和田淳. 岡山大学病院および関連病院における腹膜透析地域医療連

携のこれまでとこれから.  第62回日本透析医学会学術集会; 2017.6.18; 横浜. 

8. 三瀬広記. 糖尿病性腎症の結節性病変におけるコラーゲンの染色性と腎予後の検討.  第5回日本

糖尿病療養指導学術集会; 2017.7.29-30; 京都. 

9. 小田香織, 宮本聡, 小寺亮, 和田淳, 四方賢一. Inflammasome の抑制によるsuraminの糖尿病マ

ウスにおける腎保護効果.  第32回日本糖尿病合併症学会; 2017.10.27; 東京. 

10. 杉山斉, 森永裕士, 山成俊夫, 和田淳. 長期PDの課題と今後の展望～EPS、残存腎機能の問題を含

めて～.  第23回日本腹膜透析医学会学術集会・総会; 2017.10.27; 北九州. 

11. 勅使川原早苗. 目指せ！セルフマネージメント！  日本糖尿病学会中国四国地方会第55回総会; 

2017.11.11; 岡山 

 

 

一般口演 

 

1. 田邊克幸, 三宅広将, 益田加奈, 谷村智史, 津志田圭吾. 急性腎障害におけるVasohibin-1及び-2

の発現意義についての検討.  第12回Vasohibin研究会; 2017.2.4-5; 蔵王. 

2. 原孝行, 稲垣兼一, 森本栄作, 藤澤諭, 西山悠紀, 小松原基志, 細谷武史, 当真貴志雄, 越智可奈



子, 和田淳, 大塚文男, 土井原博義. 無顆粒球症を来たし術前甲状腺機能コントロールに難渋し

たバセドウ病の1例.  第81回岡山内分泌同好会; 2017.2.22; 岡山. 

3. 山口哲志, 勅使川原早苗, 和田淳. 痛みのコントロールに苦慮した治療後有痛性神経障害（PPN）

の一例.  第215回日本内科学会近畿地方会; 2017.3.25; 神戸. 

4. 加納弓月, 北川正史, 山村裕理子, 加藤綾子, 藤澤諭, 川北智英子, 大高望, 三瀬広記, 木野村賢, 

杉山斉, 小林泰之, 高本篤, 森聰博, 丸山茂樹, 那須保友, 和田淳. 腎細胞癌にネフローゼ症候群

を合併し腎アミロイドーシスと診断した1例.  第72回岡山腎疾患懇話会; 2017.4.8; 岡山. 

5. 光井洋介, 荒木元朗, 山下里美, 西村慎吾, 和田耕一郎, 小林泰之, 渡辺豊彦, 那須保友, 北川正

史, 田邊克幸, 杉山斉, 和田淳. 高齢生体腎移植レシピエントとドナー年齢の検討.  第72回岡山

腎疾患懇話会; 2017.4.8; 岡山. 

6. 神崎浩孝, 有木沙織, 竹内英実, 小川敦, 西原茂樹, 村川公央, 北村佳久, 内田治仁, 和田淳, 千

堂年昭. 降圧薬使用の最適化に対する薬学的介入～降圧薬の処方実態からみえてきたチーム医

療における薬学的介入の可能性～.  第6回臨床高血圧フォーラム; 2017.5.13-14; 岡山. 

7. 山口哲志, 片山晶博, 樋口千草, 中司敦子, 江口潤, 勅使川原早苗, 和田淳. メタボリックシンド

ロームにおけるmir221/222の機能解析.  第60回日本糖尿病学会年次学術集会; 2017.5.18; 名古

屋. 

8. 四方賢一, 宇都宮一典, 古家大祐, 小寺亮, 宮本聡, 西村理明, 田嶼尚子. 日本人2型糖尿病患者

における腎症の合併率と発症関連因子―JDCP studyにおける解析―.  第60回日本糖尿病学会年

次学術集会; 2017.5.18; 名古屋. 

9. 小川大輔, 畑中崇志, 橘洋美, 勅使川原早苗, 内田治仁, 和田淳. DISCOVERY study：糖尿病診療

におけるSGLT2阻害薬ダパグリフロジンの臨床的効果の検討（1）.  第60回日本糖尿病学会年次

学術集会; 2017.5.18; 名古屋. 

10. 三瀬広記, 今村麻里子, 山口哲志, 勅使川原早苗, 江口潤, 中司敦子, 山田雅雄, 和田淳. 糖尿病

患者における糖鎖プロファイリングによる腎予後予測因子の同定.  第60回日本糖尿病学会年

次学術総会; 2017.5.18-20; 名古屋. 

11. 小田香織, 宮本聡, 小寺亮, 和田淳, 四方賢一. Suraminはinflammasomeを制御し糖尿病性腎症

の進展を抑制する.  第60回日本糖尿病学会年次学術集会; 2017.5.19; 名古屋. 

12. 中司敦子, 山口哲志, 柴田祐助, 高橋寛子, 三瀬広記, 勅使川原早苗, 江口潤, 和田淳. 肥満・糖

尿病による近位尿細管細胞障害とvaspinの細胞保護作用機序の解明.  第60回日本糖尿病学会年

次学術集会; 2017.5.19; 名古屋. 

13. 野島一郎, 榮川伸吾, 宮本聡, 勅使川原早苗, 利根淳仁, 中司敦子, 江口潤, 四方賢一, 鵜殿平一

郎, 和田淳. 2型糖尿病におけるメトホルミンの免疫機能への影響.  第60回日本糖尿病学会年次

学術集会; 2017.5.19; 名古屋. 

14. 勅使川原早苗, 布上朋和, 山口哲志, 三瀬広記, 柴田祐助, 高橋寛子, 野島一郎, 利根敦仁, 江口

潤, 中司敦子, 和田淳. メタボリックシンドロームおけるガレクチン-9の意義.  第60回日本糖

尿病学会年次学術集会; 2017.5.20; 名古屋. 

15. 利根淳仁, 勅使川原早苗, 宮本聡, 江口潤, 中司敦子, 樋口千草, 小川大輔, 四方賢一, 和田淳. 

SAP療法の治療反応性を予見する患者像の検討.  第60回日本糖尿病学会年次学術集会; 

2017.5.20; 名古屋. 

16. 垣尾勇樹, 内田治仁, 竹内英実, 奥山由加, 梅林亮子, 山吹美紀, 山本静子, 松岡宏明, 杉山斉, 

和田淳. 岡山市国保特定健診受診者における健診フォローアップ事業開始4年後の解析結果に

ついて.  第60回日本腎臓学会学術総会; 2017.5.26-28; 仙台. 

17. 三瀬広記, 今村麻里子, 山口哲志, 勅使川原早苗, 江口潤, 中司敦子, 山田雅雄, 杉山斉, 和田淳. 

2型糖尿病患者における糖鎖プロファイリングによる腎予後予測因子の同定.  第60回日本腎臓

学会総会; 2017.5.26-28; 仙台. 



18. 竹内英実, 内田治仁, 大高望, 垣尾勇樹, 奥山由加, 奥山倫弘, 梅林亮子, 杉山斉, 和田淳. 維持

透析患者のフレイルの検討.  第60回日本腎臓学会学術総会; 2017.5.26-28; 仙台. 

19. 中司敦子, 江口潤, 和田淳. 肥満・糖尿病における近位尿細管細胞障害とアディポカインvaspin

の作用.  第60回日本腎臓学会学術総会; 2017.5.26-28; 仙台. 

20. 森本栄作, 勅使川原早苗, 利根淳仁, 和田淳, 安原隆雄, 佐々木諒, 中野由美子, 佐藤恒太, 太田

康之, 阿部康二. 意識障害、左顔面痙攣を認めた1型糖尿病関連脳症の1例.  第116回内科学会中

国地方会; 2017.6.3; 山口. 

21. 勅使川原早苗, 川畑智子, 片岡仁美, 後藤由佳, 奥田博之, 和田淳. 柴苓湯が有効であった後腹膜

線維症の1症例.  第68回日本東洋医学会学術総会; 2017.6.3; 名古屋. 

22. 竹内英実, 内田治仁, 大高望, 垣尾勇樹, 奥山由加, 梅林亮子, 杉山斉, 和田淳. VAIVTにおける開

存期間の検討.  第62回日本透析学会総会; 2017.6.10-12; 横浜. 

23. 丸山雄樹, 荒木元朗, 土井啓介, 光井洋介, 西村慎吾, 杉本盛人, 山下里美, 和田耕一郎, 小林泰

之, 渡邉豊彦, 那須保友, 北川正史, 田邊克幸, 杉山斉, 和田淳. 術前代謝拮抗剤による関節リウ

マチ増悪を来すもエベロリムスへの変更によって腎移植可能であった一例.  第102回岡山透析

懇話会; 2017.6.24; 倉敷. 

24. 木野村賢, 高橋寛子, 益田加奈, 荒田夕佳, 大西章史, 秋山愛由, 田邊克幸, 湯本哲也, 中司敦子, 

高木章乃夫, 和田淳. 脂肪性肝炎に伴う急性肝不全の経過中発症したAKIに対し，透析離脱し得

た１例.  第102回岡山透析懇話会; 2017.6.24; 倉敷. 

25. 樋口千草, 影山真希, 清水幸登, 谷口暁彦, 河原宏子, 大西勝, 岩崎良章. 在校生健康診断におけ

る尿糖陽性者の検討.  第47回中国四国保健管理研究集会; 2017.8.24; 高知. 

26. 原孝行. 専門医取得のために私はこうした.  第18回日本内分泌学会中国支部学術集会; 

2017.8.26; 島根. 

27. 藤澤諭, 稲垣兼一, 森本栄作, 西山悠紀, 小松原基志, 原孝行, 細谷武史, 当真貴志雄, 越智可奈

子, 山内尚子, 三好智子, 和田淳, 大塚文男. 術後に高拍出性心不全を呈した原発性副甲状腺機

能亢進症の1例.  第18回日本内分泌学会中国支部学術集会; 2017.8.26; 島根. 

28. 藤澤諭, 稲垣兼一, 森本栄作, 西山悠紀, 小松原基志, 原孝行, 細谷武史, 当真貴志雄, 越智可奈

子, 山内尚子, 三好智子, 和田淳, 大塚文男. 術後に高拍出性心不全を呈した原発性副甲状腺機

能亢進症の1例.  第82回岡山内分泌同好会; 2017.9.13; 岡山. 

29. 西山悠紀, 細谷武史, 長谷川徹, 藤田志保, 岩田菜穂子, 稲垣兼一, 和田淳, 大塚文男. Incretinsに

よる卵胞ステロイド産生系への影響とBMPの関与  第22回日本生殖内分泌学会学術集会; 

2017.9.29; 沖縄. 

30. 河村香澄, 荒木元朗, 丸山雄樹, 光井洋介, 定平卓也, 西村慎吾, 和田耕一郎, 渡辺豊彦, 那須保

友, 北川正史, 田邊克幸, 大西章史, 森永裕士, 山成俊夫, 木野村賢, 喜多村真治, 内田治仁, 杉

山斉, 和田淳. 腎CT volumetryは術後のドナー腎機能予測においてMag3スキャンの代替となり

得る.  第73回岡山腎疾患懇話会; 2017.9.30; 岡山. 

31. 川北智英子, 木野村賢, 大高望, 北川正史, 杉山斉, 水野正司, 和田淳. IgA腎症治療後に血尿，蛋

白尿が再燃した1例.  第73回岡山腎疾患懇話会; 2017.9.30; 岡山. 

32. 江口潤, 柴田祐助, 高橋寛子, 中司敦子, 和田淳. 脂肪組織のリモデリングにおけるPRELPの病態

生理的意義.  第38回日本肥満学会; 2017.10.7; 大阪. 

33. 山口哲志, 片山晶博, 樋口千草, 中司敦子, 江口潤, 勅使川原早苗, 和田淳. メタボリックシンド

ロームにおけるmir221/222の機能解析.  第38回日本肥満学会; 2017.10.7; 大阪. 

34. 中司敦子, 山口哲志, 柴田祐助, 高橋寛子, 三瀬広記, 勅使川原早苗, 江口潤, 和田淳. メタボリ

ックシンドロームにおける尿細管障害機構の解明とvaspinの細胞保護作用.  第38回日本肥満学

会; 2017.10.7; 大阪. 

35. 奥山由加, 内田治仁, 有木沙織, 神崎浩孝, 大高望, 竹内英実, 垣尾勇樹, 杉山斉, 千堂年昭, 和



田淳. 非ステロイド性抗炎症薬（NSAIDs）の使用実態－腎機能との関連－.  第47回日本腎臓学

会西部学術大会; 2017.10.13-14; 岡山. 

36. 御舩朋代, 田邊克幸, 川北智英子, 山成俊夫, 北川正史, 木野村賢, 内田治仁, 喜多村真治, 杉山

斉, 和田淳. 抗てんかん薬の長期内服中に緩徐進行性の腎機能低下を呈した1例.  第47回日本

腎臓学会西部学術大会; 2017.10.13-14; 岡山. 

37. 川北智英子, 大高望, 木野村賢, 北川正史, 杉山斉, 水野正司, 和田淳. C3優位の糸球体沈着を呈

したHIV関連免疫複合体病（HIV-associated immune complex kidney disease；HIVICK)の１例.  

第47回日本腎臓学会西部学術大会; 2017.10.13-14; 岡山. 

38. 大高望, 川北智英子, 木野村賢, 北川正史, 田邊克幸, 江口潤, 内田治仁, 杉山斉, 和田淳, 清水

章. 抗血管内皮細胞増殖因子（VEGF）薬硝子体内注射による腎障害が示唆された糖尿病性腎症

の1例.  第47回日本腎臓学会西部学術大会; 2017.10.13-14; 岡山. 

39. 奥山倫弘, 内田治仁, 垣尾勇樹, 梅林亮子, 田邊克幸, 藤井泰宏, 大澤晋, 佐藤靖史, 和田淳. 

Vasohibin-2は大動脈瘤モデルマウスにおいてVEGFとは独立して胸部大動脈瘤を増悪させる.  

第58回日本脈管学会総会; 2017.10.19-21; 名古屋. 

40. 戸田洋伸, 内田治仁, 竹内英実, 江尻健太郎, 大塚寛昭, 中川晃志, 渡邊敦之, 西井伸洋, 三好亨, 

中村一文, 森田宏, 和田淳, 伊藤浩. 顕性蛋白尿をきたした腎動脈狭窄症に対するPTRAの腎保護

効果についての検討.  第58回日本脈管学会総会; 2017.10.19-21; 名古屋. 

41. 竹内英実, 内田治仁, 奥山倫弘, 大高望, 垣尾勇樹, 奥山由加, 梅林亮子, 和田淳. PADは維持透

析患者のフレイルのリスクになりうる.  第58回日本脈管学会総会; 2017.10.19-21; 名古屋. 

42. 奥山由加, 内田治仁, 岩堀敏之, 梅林亮子, 垣尾勇樹, 竹内英実, 大高望, 加藤綾子, 北川正史, 
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